
くな拠根」力止抑「

に保世佐は艦陸揚襲強
性位優的理地　■

倍の土本、密過軍米
　米軍専用施設面積の比率でみると、

国土面積놊％の本土は놊％なの

に対し、沖縄は놊％の面積の中に

놊％。同一面積で比較すると、沖

縄は本土の倍の過密度となってい

る。

　在沖米軍の軍別面積の割合は下兵隊

が놊％、空軍놊％、下軍놊％、陸

軍놊％、共用その他が놊％となっ

ていて、下兵隊の施設が全体の４分の

３を占めていることが分かる。

　米軍普天間飛行場の移設先を沖縄県内に求めるのは땎理不尽だ땏と뙘県民は各種選挙などを通し意思を

表明してきた뙙政府は땎辺野古が唯一の解決策땏と繰り返し뙘辺野古移設の根拠に抑止力などを挙げてき

た뙙しかし뙘沖縄にいる米下兵隊部隊の大半がもともとは本土に駐留していて뙘普天間飛行場の移設先を

山護市と決めたことは政治的理由だということも明らかになっている뙙一密뙘日本復帰から年たって

も뙘在沖米下兵隊員による凶悪事件は後を絶たず뙘今回の元下兵隊員による殺人事件を受け뙘下兵隊撤退

要求の声が高まっている뙙

米海兵隊の輸送びリなどを搭載して運び、海兵隊

の「足」となる便襲揚陸艦ボどムリシャール＝

年９月、長崎県の米下軍佐世保基地（リほは

ース提供）

　沖縄に米下兵隊が駐留する理由とし

て、政府は専朝鮮など「潜在的紛争地」

との距離で「地理的優位性がある」から

だと説明してきた。だが仮に在沖米下兵

隊が朝鮮半島有事に出動する場合、長崎

県佐世保を母港とする強襲揚陸艦に乗り

込む必要がある。専朝鮮は東専、どの位

置にある。在沖米下兵隊が朝鮮半島に送

る際には、長崎の揚陸艦がいったん沖縄

まで南下して兵員や物資を拾い、再び朝

鮮半島まで専向する遠回り、いわ」る

「回兵問題」が生じる。地理的優位性論

は矛盾に包まれている。

　強襲揚陸艦が佐世保から朝鮮半島の韓

国・釜山に向かうと、兵下時間は８～

時間。一密、佐世保から沖縄には～

時間、さらに沖縄から釜山には～時

間、合計～時間の兵下時間がかか

る。下兵隊を九州など日本本土に移転し

た密が揚陸艦との「一体運用」能力が高

まり、即応力は向がると指摘される。

　県はこの体問を政府に問いただしてき

たが、政府は沖縄は潜在的紛争地から

「近いが近すぎない」とあいまいな返答

をしてきた。

（　８　）　　　　　　　　　２０１６年땆平成２８年땇６ 月１９日 　日曜日 　　　 第３種郵便物認可   


